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１．研究計画の概要 
本研究では、これまでに単離されていない外
生菌根菌(ECM 菌)と木本植物との共生におけ
る宿主植物側のシグナル物質の単離・同定を
目的とする。ECM 菌は宿主植物の根の近傍で
菌糸を細かく分岐させる。これは ECM 菌の宿
主認識反応であり、根から分泌される物質に
より誘導されると考えられている。ECM 菌と
AM 菌の両方と共生できるポプラやユーカリ
などを水耕栽培して得られる根分泌物を出
発材料し、これら植物と共生する ECM 菌であ
るコツブタケの分岐菌糸生成を指標とする
アッセイ系を新たに構築し、植物から発せら
れる ECM 菌へのシグナル物質の精製・単離を
行う。ユーカリやポプラに着生する ECM 菌に
対する共生シグナル物質の同定にほぼ見通
しがついた段階で、ECM 菌としか共生しない
木本植物であるマツの生産するマツタケに
対する共生シグナル物質の単離・同定へと展
開する。 
 
２．研究の進捗状況 
ECM 菌における菌糸分岐アッセイは未だ確立
されていなかったため、まずアッセイ系の開
発を試みた。ユーカリ実生を無菌条件下寒天
プレート上で生育させ、別のプレートで生育
させたコツブタケ（Pisolithus tinctorius）
菌体をコルクボーラーで打ち抜き、ゲルブロ
ックをユーカリの根近傍に置床した。その後、
菌根形成にいたるまでの菌糸の形態変化に
ついて顕微鏡で観察したところ、根の近傍で
の菌糸分岐が観察された。次に、菌糸分岐ア
ッセイを確立するため、ユーカリ根近傍で観
察された菌糸の形態変化が誘導されるよう

に培養条件及びサンプル処理法を検討した。
PDA培地で培養させたコツブタケを 6 cm シャ
ーレ中 M 培地（0.25%  Phytagel）上に置床
し、25 ℃暗黒下で培養した。5～7 日後、一
次菌糸前方にフィルター滅菌したサンプル
を含んだペーパーディスクをおいて、2% CO2

条件下で培養し、24～40 時間後の菌糸を観察
し菌糸が分岐しているかどうかを判定した。
本条件下で、ユーカリの根分泌物メタノール
可溶画分により菌糸分岐が再現性良く誘導
され、アッセイ系が確立できた。本アッセイ
系において、ユーカリの根分泌物に含まれる
AM 菌に対する菌糸分岐誘導物質の一つであ
る 5-deoxystrigol は菌糸分岐を誘導しなか
ったことから、ストリゴラクトンは ECM 菌に
対して非活性であることが明らかになった。
菌糸伸長促進活性が報告されているフラボ
ノイド配糖体である rutinについても菌糸分
岐は誘導されなかった。また、菌糸の分岐生
育に影響を与える報告があるサイトカイニ
ンであるトランスゼアチンには菌糸を湾曲
状に生育させる効果が確認されたが、菌糸
分岐は誘導しなかった。活性物質の単離・
同定には精製の出発原料となるユーカリの
根分泌物が大量に必要であるので、現在、
根分泌物の大量調製法について検討を行な
っている。 
  
３．現在までの達成度 
④遅れている 
ECM 菌の菌糸分岐アッセイについては当初予
想していたよりスムーズに確立することが
できた。しかしながら、当初から予想してこ
とではあるが、ECM 菌の生育は一般の糸状菌



と比較すると極めて遅く、また、継代培養中
に生育が悪くなる現象にしばしば遭遇し、研
究進行の障害となっている。また、木本植物
の中では比較的生育は早いとはいうものの、
ユーカリの生育速度は一般に研究に用いら
れる草本植物に比べて極めて遅く、根張りを
含め根の形成も貧弱で、活性物質精製の出発
原料となる根分泌物の収集に困難をきたし
ている。以上、2つのことが律速要因となり、
研究の進行状況は芳しくない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
菌糸分岐アッセイはすでに確立できている
ので、精製の出発原料の量的確保さえクリア
できれば、研究はスムーズに進行していくは
ずである。これまで根分泌物の収集に水耕栽
培を用いてきたが、ユーカリの生育の遅さや
根張りの貧弱さのため、量的確保は困難であ
った。ユーカリは芽生えから実生までの初期
生育の速さは草本植物と同等であることか
ら、種子を大量に播種し実生から根分泌物を
収集・調製すれば量的確保が可能になるかも
しれない。また、活性物質は根から分泌され
ていることを考えると、根の中にも存在する
確率は高い。よって、根分泌物だけではなく、
根抽出物の活性も評価し、もし根内にも存在
するならば、根そのものを抽出源にしてもよ
い。これら出発原料の量的確保の改善法とし
て考えられ得ることを一つ一つ検討してい
くことにより、事態の打破を図りたいと考え
ている。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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